
附属機関等の会議結果の公開 様式 会議名 令和 2 年度第 3 回愛荘町立図書館協議会 会議結果（概要） 開催日時 令和 3 年（2021 年）3 月 3 日（水） 午後７時 30 分～午後 8 時 45 分 開催場所 秦荘図書館 出席者 西澤基治会長、安孫子雅城副会長、大辻登代子委員、辰巳和美委員、辻野ミト子委員、野村仁美委員、村田賢司委員 事務局 徳田教育長、茶谷図書館長、小川参事、下村課長補佐、三浦課長補佐 傍聴者 0 人 議 題 （１）今年度下半期 行事の報告、図書館利用状況について （２）その他 

審議内容 

（教育長挨拶） 図書館協議会委員の皆様には日ごろより教育行政、また図書館にご指導ご協力いただき、感謝申し上げます。 今年度はコロナウイルスに翻弄された 1 年間でした。図書館にも大きな影響がありましたが、図書館ではマイバックを持参される方が増えたということも聞いています。また、外出を控える中で、電子図書を読んでみたという声も聞いており、私は在宅で多くの本を読むことができたと感じています。 先日読んだ本の中で、フィンランドの図書館は人口比で貸出冊数が日本の5 倍と聞いており、図書館は国民の居間であり宝物であるとありました。図書館は重要なインフラとして認識されており、本町でもこのようにありたいと理想とするところです。愛荘町が読書の町となるよう、図書館協議員の皆様のご協力をお願いします。  （事務局） 愛荘町立図書館協議会は、愛荘町立図書館条例および愛荘町立図書館協議会規則により運営されております。これによると、「会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。」とあり、委員 10 名のうち本日のご出席は 7 名であり、会議が成立しております。それでは、会長と副会長に議事進行をお願いします。  （会長） それでは議案 1、令和 2 年度の図書館利用状況と行事実施状況について事務局よりお願いします。  （事務局） 愛知川図書館の今年度の行事の実施状況をご報告します。今年度は4月18 日より 5 月 12 日まで臨時休館としました。開館再開後も、おはなしかいなどの行事を中止、あるいは制限しながらの開館となりました。一方で、古文書をよむ会は 7 月より感染対策を講じて再開し、10 月には健康推進課と連携し



骨粗しょう症についての講座と測定会を開催しました。11 月には人数を制限しながらも大友剛さんを読んでの絵本コンサートを開催し、徐々に図書館の行事を再開しつつあります。 利用統計としては、来館者数は減少していますが、1 人当りの貸出冊数は増加しており、少ない人数で来て多く借りる、という利用形態が伺えます。  （事務局） 秦荘図書館でも、感染症対策を実施しながら開館しています。また、ぷれママ教室に司書が参加し、本や図書館の PR を行うことを今年度より始めました。おはなし会はくまさんといっしょのえほんのじかんを再開しましたが、次年度以降は形式を変えたおはなし会を企画しています。  （事務局） びんてまりの館では団体客の減少により、入館者数は前年度のおよそ 6 割程度となりました。一方で、びんてまり展や愛知中学校の卒業展など、感染症対策を実施しながら展示しました。  （委員）  10 月の骨粗しょう症の講座についてですが、骨粗しょう症を機械を使って測定されたかと思います。この行事の反響や効果についてお聞かせください。  （事務局） 健康推進課と連携しての行事でしたが、想定を超える多くの方にご来場いただき、ご迷惑をおかけしました。ご来場者からは、久々に図書館に来るきっかけとなった、というお声をいただきました。図書館には健康に関する本を多数所蔵していますので、今後も健康推進課と連携してみなさんの健康に役立てるよう図書館資料を活用しながら企画を進めてまいります。  （委員） 読書でガチャコンについてですが、2 月末までと聞き残念に思います。この効果や、次年度に再開する予定をお聞かせください。  （図書館長） 読書でガチャコンは好評で、のべ 300 名以上の方にご参加いただきました。今月 13 日には 10 枚以上の多数の本を読んだ方をお招きして表彰式を予定しています。同様の読書活動は、来年度も実施することを予定しています。  （委員） 小中学生だけでなく、一般の人も参加できてよかったです。借りた本が分か



らなくなってしまうので、記録が残せるのはとてもよかったです。  （委員） 私も小学校にボランティアでよみきかせに行ったときに、読書でガチャコンのシートを朝から図書室に持ってくる児童がたくさんいて、特に朝 8 時から図書室が毎日開館しているのはとても良いと感じています。 先日まで愛知川図書館で愛知中卒業展を開催していましたが、作品に感動しました。第 6 回とお聞きしましたが、今年初めて拝見し、もっと早くから見ればよかったと思いました。秦荘中学校も開催してはいかがでしょうか。  （委員） これは先生が企画されて開催されていますか。  （事務局） 美術の先生が中心となって、企画から展示、受付まですべて中学生が実施されています。  （事務局） 愛知中の図書室に司書として入っていますが、年々良い方向に向かっているのを実感しています。先生方のご努力によるものが大きいですが、図書館も地域の一員として支えてまいります。  （委員） 先ほどの教育長のご挨拶に「図書館は国民の宝」というお話がありましたが、愛知川小学校にボランティアで読み聞かせに行くと、朝の始業前に図書指導員の方が大勢の児童を相手に大変な思いで対応されています。秦荘西小学校に先日行ったときに先生に確認すると、愛知小は変わられたのですね、秦西はそうではないです、とおっしゃっていたのですが、町内で統一されていますか。  （事務局） 秦荘西小学校でも図書指導員が配置され、朝から開館しています。今年度より全小学校に図書指導員を配置し、毎日朝 8 時より図書室を開館しています。図書指導員の欠員や急な休暇により臨時休館や開館時間を変更することもありますが、基本的には毎日、朝から学校図書館を開館しています。  （会長） この 4 月からはいかがですか。  （事務局） 



1 人欠員の状態です。もし適任の方がいらっしゃいましたらぜひご紹介ください。  （委員） 愛知中卒業展のように、地域の方が展示をしたり情報を発信できる機械や場所はありますか。  （事務局） 展示室内は当館の企画展示、回廊部分は一般の方の展示も受付しています。  （委員） 回廊部分の展示をされるのは、町内の方は少ないですか。  （事務局） 福祉施設や会館のサークルの展示など、町内の方の展示が主です。また、愛荘町ご出身で町外在住の方が展示される例もあります。  （委員） 愛知中卒業展、最初は自己主張だけだったのが、見てもらうことを意識した作品に代わってきた印象があり、愛知中生のここ数年の成長を感じます。 図書館の回廊展示や館内で、小中学生の作品をされてもいいかと思います。  （会長） 職員は足りていますか。  （図書館長） 現在欠員状態で、愛知川図書館は会計年度任用職員6名のうち2 名、秦荘図書館は正職員 1 名が欠員の状態です。  （会長） 人手が足りない中、非常に厳しいのではないですか。  （図書館長） 世の中の曲がり角を迎える中、どう乗り切るのか、どう変えるのかを判断するのは非常に難しいところです。  （会長） 非正規雇用の会計年度任用職員への切り替えと退職が続くことで、正規職



員の負担が一層増えることを心配しています。  （教育長） 人材の不足は待遇や採用のタイミングもありますが、町長にはこういう時代だからこそ、教育に投じるお金が必要、と話しています。ICT 化と読書の良さのハイブリッドと、新たなものの構築、このビジョンと大胆さが必要でもあります。この事業のために何人が必要、という計画を作成することに尽力してまいりたいと考えています。図書館は将来の教育に不可欠なインフラであり、例えば、少しの人を置いただけで小学校の学校図書館は大きく変化しました。ぜひ皆さんのお知恵をお借りして、より良い愛荘町の教育、また図書館の未来を描きたいと思います。  （副会長） コロナの影響でなかなか図書館へ足を運べない中、図書館に来るといろいろな工夫をされていて、例えば秦荘図書館の本のおみくじはとても面白いと思いながら見ていました。 本の貸出時に期限のスタンプを押さないことにされていると思いますが、延滞などはないですか。  （事務局） リストをレシートで印字してお渡しできるのですが、広報できていないようですので今後 PR します。  （事務局） コロナの影響で、来館者数は減少したものの、1 人当たりの貸出冊数は増加しており、少数で来て多く借りて帰られる利用形態に変化していると思われます。貸出の際に延滞している資料があれば必ずご確認させていただいています。また、長期にわたる際はお電話等で確認させていただいておりますが、コロナ以前と比べて延滞資料が増加したということはない印象です。  （副会長） DVD、CDを借りることができてありがたいのですが、それぞれ 2点、3点までの貸出制限があります。これを緩和できないでしょうか。  （事務局） 視聴覚資料は数に限りがあり制限を設けております。一方で、年々資料は増加していますので、点数制限については館内で検討させていただきます。  （委員） 図書館でカウンターを見ていると職員が忙しそうにされていて、いろいろ聞く



のは申し訳ないと思いながら、聞くと親切に答えていただいて、とてもありがたいと思っています。人手が足りないと職員が忙しくなり、なかなか聞けない人も出てくると思いますので、人の確保はぜひともお願いしたいです。  （事務局） 忙しそうで話しづらい、という雰囲気があり申し訳ありません。話しかけやすい図書館を目指しておりますので、ぜひ何かあればお声がけください。  （委員） 話題になった本を表紙を見せて展示していて、本屋大賞など読みたかったけれども読み忘れた本なども展示していてありがたいです。  （会長） 人手が足りない中で大変と思いますが、頑張ってください。 では、その他について事務局よりお願いします。  （事務局） 次回開催予定日ですが、5 月 26日でいかがでしょうか。 （異議なし） では、5 月 26日の予定でお願いします。  （事務局） 次年度のおはなし会ですが、感染症対策として秦荘図書館で別添のオーダーメイドおはなし会を企画しています。お申し込みのあった子どもに合わせたプログラムを組む予定です。  （委員） 前回少しお話ししましたが、地域の子どもが図書館に来て活動する会について、数人賛同者を得て、４月に絵本の「どうぞのいす」に着想を得て、「どうぞの本だな」を企画しています。誰かがおすすめの本を置いていく、おすすめの本のリレーをします。  （委員） これは、スポ少はあるけど読書少はないのか、ということから企画が始まりました。「あそブッククラブ」という名称を付けました。今後は定期的に図書館で遊ぶ活動を通じて読書につなげるような団体や活動をしたいと思います。 愛荘町はまちじゅう読書の宣言の町なのに、町民からの動きはないよね、というところから、図書館の楽しさを子どもたちに伝える場を作れたら、と思います。そのとっかかりとして、「どうぞの本だな」を企画しました。  



（会長） また図書館協議会として協力できることがあればお申し出ください。  （委員） 来年度の図書予算の状況はいかがですか。  （図書館長） 今年度と変わらない予算額を要求しています。  （委員） 議会の議決により確定ですか。  （教育長） 来年度図書予算要求額は現状を維持しています。今後、税収の落ち込みにより、予算は厳しい状況となることが予想されますが、努力してまいりたいです。  （委員） 図書予算は必要であり、確保していただきたいところです。 学校図書館の図書予算はいかがですか。  （教育長） まだまだ十分でないと考えています。愛知川小学校は以文会という後援組織があり、そこから図書予算をご支援いただいていますが、ほかの学校はそれができません。以前は各学校均等の予算でしたが、見直しをしたところです。  （委員） 学校図書館の選書は誰が担当されていますか。  （事務局） 図書館司書、図書指導員と学校の先生で相談しながら選書しています。学校図書館の本は年に１回しか買えないところが最大の課題です。  （教育長） 愛知中の校舎改築により、図書室も移転する予定です。司書のアイディアも含めて、学校と協議して、子どもたちが図書室に来たくなる、魅力的な学校図書館を作りたいと考えています。  （会長） ほかにありませんか。では、これで閉会します。本日はありがとうございまし



た。 問い合わせ先 愛知川図書館   連絡先 0749-42-4114  


